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1.高次脳機能障害支援養成研修カリキュラム (基礎研修)

(1)講義 (全受講者)

(2)演習 (受講区分 Aのみ )

爵蘭 (分 ) 科 目 内容

高次脳機能障害支援者基礎研修とは

40
基礎研修の趣旨説明 本研修の対象となる障害 。研修の構成

高次脳機能障害とは 障害の定義 高次脳機能障害の定義・Q&A・ 各論の紹介

高次脳機能障害の診断 日評価 40

障害特性の理解

典型画像と経過・症状の現れ方

問診・神経心理学的評価

【日常生活で気づくこと・留意すること】

病院で行うリハビリテーシヨン 40

医学的ヅハビリテーシヨン

病院から地域ヘ

【診断書のポイント・地域支援体制】

失語症とコミュニケーション支援 40 失語症とコミュニケーンコン支援 失語症と具体的な対応の要点

制度利用 40 制度利用 障害者手帳と総合支援法サ‐ビスを中心に

相談支援 40

地域におけるジハ

ビジテーション

情報収集とアセスメント

生活訓練 40 自立訓練 (生活訓練)における支援の取組

復職 日就労移行支援 40 障害福祉施設及び障害者雇用施策における取組

生活と支援の実際 40 就労継続支援 B型事業所の例から

時岡 (分 ) 科 目 内容

障害特性の理解 :診断 E

評価体験
90 診断・評価体験

「順唱」 「線分二等分」や 「描画」等

の体験 (注意や記憶の働き等の理解 )

MMSE/WAIS/BIT/BADSな ど、基本対応

障害特性に応じた支援 90
退院時の実際

情報収集とアセスメント

課題提示

グループ検討・発表

解説・質疑

生活訓練の実際 90 生活訓練の実際

課題提示

グループ検討・発表

解説・質疑

復職 E就労移行支援 90 復職・就労移行支援

課題提示

グル‐プ検討・発表

解説・質疑
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2.高次脳機能障害支援養成研修カリキュラム (実践研修)
(1)講義 (全受講者)

(2)演習 (受講区分Aのみ)

※令和 6年 2月 19日 障障発 0219第 1号/障精初 0219第 1号 「高次脳機能障害支援養成研修の実

施について」 (厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害保健福祉課長ほか)よ り抜粋

鶯開 (分 ) 科 目 内容

障害特性に応じた支援・地域の支援体制 40

障害特性に応じた支援

地域における高次脳機能障害の支援体制

認知症との共通点と相違点 40 認知症との共通点と相違点

発達障害との共通点と相違点 40 発達障害との共通点と相違点

小児期における支援 40
ライフステージに応じた支援

小児期発症の高次脳機能障害の特徴/復学支援

長期経過とフォローアップ 40 各ライフステージにおける高次脳機能障害の特徴/支援

多職種連続 古地域連携 :チームアプロ,チの重要性 40 テームアプローチの重要性と支援の原則 地域連携とチームアプローチ

多職種連携

だい).支援

地域連携 :家族 (き ょう

当事者家族会の活動
40
家族 (き ょうだぃ)支援・当

事者家族会の活動
高次脳機能障害者家族支援

コミュニケーション支援 40 コミュニケーンBン支授 (地域生活 強彗での支装) 失語症・高次脳機能障害によるコミュニケーション障害の理解

支援の実践的な枠組みと記録 40 支援の実践的な枠組みと記録
支援の実践的な枠組み・プロセス/アセス

メント票と支援の手順書の理解/記録方法

自動車運転再開支援 40 自動車運転再開支援評価・手続き
高次脳機能障害者の自動車運転支援に関連する

法制度、運転評価、課題や留意事項などの理解

科 目 内容

障害特性の理解と対応方法 180

1.障害特性の理解
と対応方法

2.障害特性とアセ
スメント

高次脳機能障害者の心理と対応法の理解

障害特性に基づくアセスメント

グループワーク (障害特性の把握と

対応方法のデイスカッション)

対応方法演習 (ロールプレイ)

グループフエク及び発表 (対応方法

の振り返りと支援計画検討)

環境調整による支援と記録

に基づく支援の評価
180

1.環境調整の考え

方と方法

2.記録の収集と分
析

強みや好みを生かす視点

環境調整の考え方

環境調整の方法

行動の記録の方法

記録の整理と分析

再アセスメントと手順書の修正

チ
=ム
アプロエチを学ぶ (個別支援

計画作成演習)        「

グループ検討/ま とめ



月1甘眠2 演習日程表

(1)基礎研修 :令和 8年 7月 28日 (火 )｀ 29日 (水)鯨潟ふれ愛プラザ 2階 彫 室)

(2)実践研修 :令和 8年 12月 10日 i(木)(新潟ふれ愛プラザ 2階 研修室)

日にち 時 間 演習科目 講師 (演習指導者)

28日

(火 )

10: 00-10 : 10 開会・オリエンテーション

10: 10～ 11 :20
障害特性の理解 :診断・

評価体験(1)

長岡赤十宇病院

言語聴覚士 北原 優里 氏

11 :20-11 : 30 休   憩

11 :30-12 : 15
障害特性の理解 :診断・

評価体験(2)

当事者

同席 スフン 施設長 石井 祐子 氏

12 : 15-13 : 15 休   憩

13: 15-15:00 障害特性に応じた支援

社会福祉法人南魚沼福社会

相談支援センターみなみうおぬま

管理者 中澤 富之 氏

29日

(水 )

10 :00-11 : 50 生活訓練の実際
株式会社NSGツシアルサポート ンシアルポノ

作業療法士 山田 早織 氏

11 : 50-13 :00 休   憩

13 : 00-14: 50 復職・就労移行支援
特定非営利活動法人調翔会 スワン
施設長 石井 祐子 氏

14:50-15 :00 オリエンテーション

日 I ち 時 間 演習科目 講師 (演習指導者)

10日

(木 )

9:30- 9 :40 開会 。オジエンテーション

9 :40-11 :40 障害特性の理解と対応方法
医療法人新成医会

総合ヅハビリテエションセンタ‐みどり病院

言語聴覚士 田村 和子 氏
11 :40-12 :40: 昼 休 憩

12:40-13 :50 障害特性の理解と対応方法

13: 50-14:00 休 憩

14:00-17:00

ど

環境調整による支援と記

録に基づく支援の評価

社会福祉法人県央福社会

相談支援センターハート

主任相談支援専門員 山上 誠一 氏

17 :00-17: 10 オリエンテーション




